
12

月
11

日
に
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
し
発

言
し
た
内
容 

「
国
の
安
全
が
き
わ
め

て
危
機
に
ひ
ん
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
方
向
で
（
報
道
機
関
に

よ
っ
て
）
抑
制
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
。
…
…

（
秘
密
の
）
入
手
は
罰
せ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

（
報
道
機
関
に
よ
る
）
発
表
は
罰
せ
ら
れ
る
」 

※
そ
の
直
後
に
「
報
道
し
た
当
事
者
は
全
く
処
罰

の
対
象
と
な
ら
な
い
」
と
訂
正
。 

12

月
12

日
・
日
本
放
送
ラ
ジ
オ
番
組
で 

「
『
知
る
権
利
』
だ
と
言
っ
て
合
法
的
な
方
法
で

知
っ
て
、
外
に
出
す
と
国
の
安
全
に
影
響
が
あ
る

と
わ
か
っ
て
い
る
が
、
『
報
道
の
自
由
』
だ
と
い

う
こ
と
で
報
道
す
る
。
処
罰
対
象
に
な
ら
な
い
。

で
も
『
大
勢
の
人
が
死
に
ま
し
た
』
と
い
う
と
、

ど
う
な
る
の
か
」
（
秘
密
保
護
法
で
は
、
報
道
機

関
も
捜
査
・
処
罰
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
隠

し
て
、
前
日
に
引
き
続
き
マ
ス
コ
ミ
を
恫
喝
） 

 国民の圧倒的多数が、反
対・慎重審議を求めているに
もかかわらず、安倍内閣と自
民・公明の両党は、憲法違反
の秘密保護法を、12月６日に
強行採決によって成立させま
した。この暴挙に、反対の声
は広がり続けています。 
 みんなで力を合わせて、秘
密保護法を廃止に追い込みま
しょう。 

（東京新聞・１２月８日付） 



 「秘密の範囲は官僚が決め、大臣が認めれば無制限」「目をつけたら
理由も示さずだれでも逮捕」「プライバシーも根こそぎ調査」「永遠に
非公開にすることも可能」…これが成立した秘密保護法です。 

 安倍内閣のシナリオは、秘密保
護法をフル活用して、国民やマス
コミなどの知る権利や表現の自由
を奪い、次は「集団的自衛権の行
使は憲法上可能」と無理やりこじ
つけ、アメリカに要請されれば地
球の裏側まで自衛隊を派遣して
いっしょに戦争することです。 
 そして、仕上げは憲法九条を変
えて、国防軍の創設です。  

 新年度予算案では、オスプレイ購入などで軍事費を大幅に増額しよう
としています。増額分はなんと後年度負担分を含め6000億円にも。 

 一方で、大企業には大幅減税、社会保障
は大改悪（年金の引き下げ、介護保険給付
の切り下げ、生活保護費削減など）で国民
からは、しぼり取るだけ。これでは「消費
税増税は社会保障の充実のため」と言うの
は真っ赤なウソで、まるで「戦費調達のた
め」というしかありません。 


